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～いつまでも ともにある 能登～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 
★病院への移動支援や付き添い 
★傾聴などの精神的支援 
★室内の片づけ 
★家屋修理や生活費の相談 
★福祉制度に関する相談 
★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

  

 

協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

■きっかけ 

 今回、能登災害支援を通して一互一笑で支援に入り、深刻な人材

不足と、移動さえ困難にする悪路という大きな課題を実感しました。  

 仲間の日常を守るための行動は、今の体制ではまだ十分とは言え

ず、“豊かな依存”と“ 積極的な居直り（＝現実を受け入れ最善を尽く

す姿勢）”の重要性を痛感しました。  

 今回の支援活動を通して、災害が自分に降りかかった時、どのよ

うに向き合い命を守るのかを深く学びました。  

 文章だけでは伝えきれない現実が能登にはあります。 

ぜひ、ご自身の目で見て、感じて、触れてほしいです。   

愛知 みなと福祉会 中野 滉大 

                                                                                                                        

■出会い 

 今回初参加でした。福井県という隣にいながらも現状はハ

ッキリ分かっていませんでした。やなぎだハウスに１週間支

援に入らせて頂きましたが、皆さん受け入れて下さり、こう仕

事するんだよ！ と沢山のことを教えて頂きました。しかし、

話をしてると(手話などで)家が倒れたんや。地震で。大変だっ

た。と暗い顔を見せることもありました。少しでも今回支援出

来て、まだまだ復興支援は必要だと感じました。         

福井 ハスの実の家 海老田 涼 
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＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

■気づき 

 今回二度目の支援、あらたに見えてくることがありました。最

も強く印象に残ったのは、教育の現場環境です児童支援で学校

を訪問し、プレハブ校舎に入りました。２階の廊下を走れば、１

階にも響き渡り、各教室の窓がガタガタと揺れ、大声で叫べばま

わりに響くなど、安心して学べる環境にはほど遠い… 子どもた

ちにとって、この場面はどのような記憶となるのか… 胸が詰ま

りました。あらためて、一人ひとりが大事にされる『権利の主体』

を意識していきたいと思いました。 

                          福井 ハスの実の家 南 美由紀 

■繋ぐ 

 名古屋から、初めて参加しました。仮設住宅が沢山あり、電

信柱は傾き、道路はひびわれてガタガタしていたり凸凹してい

たりしていました。利用者さんから、ご自宅が崩れてしまい、

近所の家も崩れて顔馴染みの方々と、会えなくなってしまった

事や、海の水が無くなってしまって、様子が変わってしまった

ことなどを伺いました。辛い経験をされ、大変な生活の中、私

たちに親切に温かく接してくださいました。支援スタッフの

方々や、顔を出して下さる皆さんも素敵な方々ばかりで、参加

できて良かったです。  

 愛知 ゆたか福祉会 大野 歌織 

■輪島に魅せられて 

 初めて参加しました。  

 輪島市での活動が多く、輪島の人や景色、街並みがとて

も暖かく感じ、その空気感に強く魅せられました。また必

ず輪島に帰ってきたいと思っています！！  

 報道や行った方の話だけでは到底解らなかった能登の

被災、復興の状況、そこに暮らす人たちの大変さをとても

感じる事ができました。  

 まだ訪れた事がない皆様、是非能登に足を運んでみてく

ださい！  

           神奈川 社会福祉法人 紡 佐藤 竜太 

←毎週恒例の 

 鳥野菜みそなべ 

 （石川のソウルフード） 
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